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本日ここに、令和４年６月横芝光町議会定例会をお願い申し上げました

ところ、議員各位には、時節柄御多用にもかかわらず、御出席をいただき

誠にありがとうございます。 

また、平素より、町の各種事業の推進に当たり、格別なる御高配と御協

力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、世界ではロシアによるウクライナに対する軍事侵攻が依然として

終息が見えない状況となっており、多くの尊い生命が失われております。

一日も早い終息が迎えられることを心より願うものであります。 

こうした中、国内では新型コロナウイルス感染症の感染が、全国的に減

速傾向にあるものの、国においては、重症化予防を目的として４回目のワ

クチン接種を実施することとなり、当町においても対象となる方々へのワ

クチン接種が円滑に行えるよう準備を進めているところでございます。 

ロシアによる軍事侵攻、新型コロナウイルス感染症の影響により、物価

の高騰が進み日常生活への影響が大きくなっております。この厳しい状況

を一日も早く打開し、その先に新しい可能性を見いだすべく皆様と一歩一

歩あゆみを進めてまいりたいと存じます。 

 

それでは、現在の町の動き等諸般の報告を申し上げます。 

はじめに、５月末日をもって出納を閉鎖いたしました令和３年度の各会

計の現時点での決算概要について、御報告申し上げます。 

 

【一般会計】 

はじめに、一般会計の決算見込みについてでありますが、歳入総額は１

３５億１，１０９万円、歳出総額は１２９億９，４０２万円で、形式収支

では５億１，７０７万円の黒字となる見込みです。これから、繰越明許費

や事故繰越しなどに係る今年度への繰越財源５，１７４万円を差し引いた

４億６，５００万円余りが実質的な剰余金として今年度への繰越金となる

見込みです。 

また、令和３年度の町債借入額は、合併特例債と臨時財政対策債を中心

に７億８１０万円の借り入れを行い、３年度末の町債残高は１０５億３，

９７１万円となる見込みです。一方、一般会計に属する基金残高は４３億

８，５５０万円となる見込みで、主なものは財政調整基金１８億４，９７

０万円、公共施設総合管理基金９億２，３００万円、地域振興基金６億３，

０７４万円となっています。 
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【国民健康保険特別会計】 

続いて、国民健康保険特別会計の決算見込みについてでありますが、歳

入総額は２７億６，３６０万円、歳出総額は２７億８５９万円で、形式収

支では５，５０１万円余りが今年度への繰越金となる見込みでございます。 

 

【後期高齢者医療特別会計】 

次に、後期高齢者医療特別会計の決算見込みについてでありますが、歳

入総額は３億９２６万円、歳出総額は３億７６７万円で、形式収支では１

５９万円余りが今年度への繰越金となる見込みでございます。 

 

【介護保険特別会計】 

続いて、介護保険特別会計の決算見込みについてでありますが、歳入総

額は２７億２，３２５万円、歳出総額は２５億７，４４４万円で、形式収

支では１億４，８８１万円余りが今年度への繰越金となる見込みでござい

ます。 

 

【農業集落排水事業特別会計】 

次に、農業集落排水事業特別会計の決算見込みについてでありますが、

歳入総額は６，２８４万円、歳出総額は５，９２３万円で、形式収支では

３６０万円程度の黒字となる見込みですが、これから継続費逓次繰越に係

る繰越財源１万円を差引いた３５９万円余りが実質的な剰余金として今年

度への繰越金となる見込みでございます。 

 

【食肉センター特別会計】 

続いて、東陽食肉センター特別会計の決算見込みについてでありますが、

歳入総額は２億１，９１３万円、歳出総額は１億７，６４５万円で、形式

収支では４，２６８万円の黒字となる見込みですが、これから事故繰越し

に係る繰越財源５５２万円を差し引いた３，７１６万円余りが実質的な剰

余金として今年度への繰越金となる見込みでございます。 

 

【東陽病院事業会計】 

次に、東陽病院事業会計の決算見込みについてでありますが、患者数に

つきましては、入院が延べ２万２，１５９人、病床利用率は６３．９パー
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セントで、前年度と比較しますと２，０６１人、病床利用率で５．９ポイ

ントの増となりました。外来については前年度に比べ１，３８３人増の、

延べ３万５，２５５人でありました。 

続いて収支状況についてでありますが、病院運営に係る収益的収入は１

５億９，０６９万円で、収益的支出は１６億７９６万円であり、収支差し

引きでは１，７２７万円の赤字となりました。  

次に、資本的収入は１億１６万円で、停電用非常電源装置増設工事や医

療機器購入を主とした資本的支出は１億５，７２９万円となり、収支差し

引きで不足する５，７１３万円は過年度分損益勘定留保資金で補填するこ

とといたしました。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言やまん延

防止等重点措置に伴い入院制限や受診控えはあったものの、入院、外来と

もに患者数が増加したため医業収益は増収となりました。しかしながら、

内科医師不足に伴う非常勤医師の報償費や感染症対策に係る材料費及び経

費のほか、電力単価の増加による光熱水費などが増えたことから、支出が

増加しております。 

 

以上、令和３年度の各会計の決算見込みにつきまして、現時点での概要

を申し述べさせていただきました。 

続きまして、令和４年度の主な事業のうち、本議会で改めて御報告申し

上げる必要のある事業等について、述べさせていただきます。 

 

 

【企画空港課】 

はじめに、企画空港課関係についてでありますが、令和３年度の成田国

際空港周辺対策交付金につきましては、約１３億７千万円が交付され、令

和２年度と比較しますと約４千万円が増額されました。令和４年度も引き

続き、同等額を確保できるよう努めるとともに、この交付金を活用しなが

ら航空機騒音対策の推進を図り、地域振興に資する施策を積極的に実施し

てまいります。 

次に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金についてであ

りますが、「コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分」として、令和４

年度国予算から新たに１億１６３万５千円を限度額として交付されること

となりました。これについては、令和３年度国予算から示され使途を定め
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ていなかった４，０２７万４千円を含めて、当交付金の趣旨に沿った事業

を実施するため、本議会へ提出させていただいた一般会計補正予算案へ計

上したところです。 

 

【環境防災課】 

次に、環境防災課関係についてでありますが、５月２９日の日曜日に行

いました「町内一日清掃」は、未だ新型コロナウイルス感染症の感染が収

束しない中、予防対策を講じながら、大変多くの町民の皆様に御協力をい

ただき、事故もなく無事に実施することができました。 

ポイ捨てごみや不法投棄物が回収され、町内の環境美化推進が図れたも

のと認識しており、御協力いただきました皆様にお礼を申し上げます。 

また、６月１９日の日曜日には「栗山川周辺環境ボランティア」活動と

して、町民の皆様、各種団体や事業所の参加をいただき、堤防の草刈作業

やポイ捨てごみの回収作業を予定しております。 

今後も町のシンボルである「栗山川」をはじめ、町内の環境美化を図る

ため、町民の皆様と共に協働のまちづくりを推進してまいりたいと考えて

おりますので、御理解、御協力をお願い申し上げます。 

 

【産業課】 

続いて、産業課関係についてでありますが、夏期観光事業につきまして、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により昨年度、一昨年度は海水浴場

の開設を断念いたしましたが、今年度は、感染症予防の十分な対策を講じ

ながら、７月１６日から８月２１日までを開設予定期間として屋形海水浴

場の準備を進めてまいります。 

なお、木戸浜海岸につきましては、海岸の地形変動や波の状況より離岸

流の発生する可能性が高く、海水浴場としての安全性を確保することが難

しいことから、今後も改善が見込まれないと判断し、非常に残念ではござ

いますが今年度から不開設といたします。 

今後の木戸浜海岸の利活用につきましては、宿泊組合や地元関係者の御

意見を伺いながら、新たな観光資源の開発に努めてまいります。 

また、海岸愛護月間運動にあわせ、７月３日の日曜日に「海岸クリーン

大作戦」として町民の皆様、ボランティア関係団体、町内事業所等に呼び

かけを行い、海岸清掃を実施いたします。町の観光資源である屋形海岸及

び木戸浜海岸の環境美化に取り組んでまいりますので、御協力をお願い申
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し上げます。 

 

 【福祉課】 

 次に、福祉課関係についてでありますが、令和４年１月２８日の議会議

員全員協議会にて説明させていただいた、１世帯当たり１０万円を給付す

る「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金」につきまして、給付金

の対象となる令和３年度の住民税非課税世帯へ２月２１日に確認書を発送

し、返送期限である５月２０日までに、辞退等を除いた２,５２７世帯に対

して給付を行い、支給率は９７．４パーセントでありました。 

 続いて、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、非課

税世帯と同様の事情にあると認められた「家計急変世帯」に関しては、５

月３１日までに申請のあった７世帯に対し、１世帯当たり１０万円を給付

しておりますが、申請期限の９月３０日まで引き続き受付を行ってまいり

ます。 

 また、これらの給付金の対象となっていない世帯のうち、新たに令和４

年度の住民税非課税世帯への給付が追加となることから準備を進めており

ます。 

 

【健康こども課】 

続いて、健康こども課関係についてでありますが、新型コロナウイルス

感染症による影響を踏まえて、国制度の「子育て世帯への臨時特別給付金」

につきまして、令和４年３月３１日までに出生した新生児から高校生等の

児童を養育している子育て世帯に対して、児童１人当たり１０万円を支給

し、最終的に１，６６７世帯、２，９０９人分で、２億９，０９０万円の

給付を行い、対象児童ベースで執行率は９９．１パーセントとなりました。 

次に、新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの３回目接種につきま

しては、５月２４日時点で６５歳以上は７，３７９人で接種率は８１．８

パーセント、６４歳以下は７，２１８人で接種率は５１．３パーセントと

なっております。 

また、５歳以上１１歳以下の小児へのワクチン接種につきましては、町

文化会館で実施する集団接種を３月２６日から、個別接種を４月から開始

し、順次接種日程を編成し、実施しております。 

一方、４回目接種につきましては、関係政令が５月２５日に公布・施行

され、新型コロナウイルス感染症にかかった場合の重症化予防を目的に予
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防接種法の特例臨時接種に位置付けられました。接種対象は、６０歳以上

の方又は１８歳以上６０歳未満の方のうち基礎疾患を有する方、その他重

症化リスクが高いと医師が認める方で、接種間隔は３回目接種から５か月

経過後となっていることから、これに伴う関連経費を補正予算案に計上さ

せていただきました。今後、国からのワクチン供給状況を勘案しながら、

７月からの本格的な接種開始を目指し、諸準備を進めてまいります。 

 

以上、各会計の決算見込み及び現在の各種事業の進捗状況等について、

申し述べさせていただきました。 

議員各位には、今後とも、更なる御指導、御協力を賜りますようお願い

申し上げ、諸般の報告といたします。 


